
 

 

 

 

 

 

本校の重点目標の１つめは、「人権感覚の涵養」です。 

人権感覚とは、「おかしいことにおかしいと気付きそれを許さない心」のことです。 

次の詩は、詩集「光は風の中に」(桑原 律さん)からの引用です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

涵養：土に水がしみこむように時間をかけてゆっくりと丁寧に養うこと 

 

今年度は、以下のように人権教育ホームルーム活動を計画しています。 

ホームルーム活動を中心にして学校生活全体をとおして「人権感覚」をみがき、 

「自分の大切さと共に他の人の大切さを認めるられる」ようになりましょう。 

 1年 2年 3年 

1学期 仲間づくり 差別の歴史から学ぶ① 就職差別の実態から学ぶ 

2学期 自他の尊重① 差別の歴史から学ぶ② 結婚差別の実態から学ぶ 

3学期 自他の尊重② 身近な差別から考える  

人権教育講演会「メディアと上手につきあう」を 6 月 28 日に開催します。 

講師の先生は、昨年に引き続き 今度珠美 先生です。2、3 年生は昨年の講演を

覚えてくれていると思います。みなさんが、「インターネットによる人権侵害の被

害者にも加害者にもならないよう、ルールやモラルを守ってメディアと上手につ

きあえるように」という内容でお話をしてもらいます。 

 

◎新型コロナウイルス感染症に関連する差別や偏見は絶対にダメ 

 

 人権教育だより① 

人権感覚の涵養 ～他者の人格を尊重し、自己肯定感の向上を図ろう 

                      江津工業高等学校人権教育担当 

～ 

令和 3年 4月 22日 

「人権感覚」ってなんですか 

それはケガをして、苦しんでいる人があればそのまますどおりしないで 

「大丈夫ですか」と助け励ます心のこと 

「人権感覚」ってなんですか 

それは悲しみにうち沈んでいる人があれば見て見ぬふりをしないで 

「一緒に考えましょう」とともに語らう心のこと 

「人権感覚」ってなんですか 

それは偏見と差別に思い悩んでいる人があればわがことのように感じて 

「そんなことは許せない」と自らすすんで行動する心のこと 

「人権感覚」ってなんですか 

それはすどおりしない心 見て見ぬふりをしない心 

他者の苦悩をわが苦悩として人間尊重のために行動する心のこと 


